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の改質に関する研究」を完成させ，平成 18 年 12 月に査読付参考論文 2 編（受理
2 編）を添えて長崎大学大学院生産科学研究科教授会に博士（水産学）の学位を
申請した。 














出し、これを2.0 M NaCl (pH 7.0) 溶液中で４℃にて最大24時間の塩漬処理を行
い、経時的に取り出したサンプルの各種特性（肉の物性、タンパク質組成）につ
いて検討している。TGase製剤の添加は塩漬液に対して所定量の「アクティバ」





























 これら一連の検討結果は、今後、水産塩干品製造時に TGase を加えることで、
物性コントロールや歩留まりの向上に本知見が活用されることが期待される。 
 
 以上のように，本論文は，水産塩干品の品質向上を目的とする食品学分野の進
歩に貢献するものであることを認め，博士（水産学）の学位に値するものとして
合格とした。 
 
 
 
 
 
 
 
